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機関誌編集委員会

委員長 上田 和毅

2012 年 4 月 10 日の理事会において日本形成外科学会会誌の投稿規定の一部が改定されましたの

で，ご報告申し上げます。

改定後 改定前

�．投稿の資格，条件，方法

（3）投稿の方法

�．投稿の資格，条件，方法

（3）投稿の方法

1）投稿論文は，日本語論文に限る。英語論

文は英文機関誌「Journal of Plastic Surgery

and Hand Surgery」への投稿を推奨する。

1）投稿論文は，日本語論文，英語論文のい

ずれも可とする。

�．原稿の構成

（2）原稿の書き方

�．原稿の構成

（2）原稿の書き方

1）論文は横書き，常用漢字，ひらがな，現

代かなづかいを用い，「である調」の文体

とする。

1）日本語論文では，横書き，常用漢字，ひ

らがな，現代かなづかいを用い，「である

調」の文体とする。

7）外国人名，地名，薬品名および和訳しに

くい用語以外はカタカナを用いる。固有の

医薬品や機器を記載する場合は，初出のみ

�一般名（商品名：製造業者名←正式名

称）�と記載し，以降は一般名を用いる。

なお，タイトル，要旨，キーワードには商

品名は使用しない。略語は初出のみ�フル

スペル（以下○○と略す）�のように記載

する。用語は形成外科用語集に従う。年号

は西暦にする。

7）日本語論文では外国人名，地名，薬品名

および和訳しにくい用語以外はカタカナを

用いる。固有の医薬品や機器を記載する場

合は，初出のみ�一般名（商品名：製造業

者名←正式名称）�と記載し，以降は一般

名を用いる。なお，タイトル，要旨，キー

ワードには商品名は使用しない。略語は初

出のみ�フルスペル（以下○○と略す）�

のように記載する。用語は形成外科用語集

に従う。年号は西暦にする。

8）英文アブストラクトはダブルスペースで

作成し，必ず英語を母国語とする者の校閲

を受けること。

8）英語論文はダブルスペースで作成する。

アブストラクトは不要とし，その他の書き

方は日本語論文に準ずる。必ず英語を母国

語とする者の校閲を受けること。


